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１. はじめに 

 

１‐１ 目的 

栄養機能食品の制度は 2001 年（平成 13 年）に創設され、現在は食品表示基

準（平成 27 年内閣府令第 10 号）において 20 種類の栄養成分が定められてい

る。この制度創設以降、機能の表示をすることができる栄養成分の追加及び栄

養成分の下限値の見直しは行われてきたが、栄養成分の機能表示は見直しが行

われていない。このため、令和３年度に調査事業「栄養成分の機能表示等に関

する調査・検討事業」（以下「令和３年度調査事業」という。）を実施し、栄

養機能食品における栄養成分の役割を表す機能表示の文言の見直し方針を整理

した。 

本事業では、令和３年度調査事業の見直し方針に基づき、栄養機能食品にお

ける栄養成分の機能表示の文言を見直し、この文言案について消費者の認識等

に関する調査を実施した。 

 

 令和３年度調査事業の栄養機能食品の栄養成分の機能表示の文言見直し

方針に基づき、「『日本人の食事摂取基準（2020 年版）』策定検討会報

告書」（令和元年 12 月「日本人の食事摂取基準」策定検討会、以下「日

本人の食事摂取基準（2020 年版）」という。）に記載されている機能の

表現を踏まえ、栄養機能食品の栄養成分の機能表示文言を見直した。 

 文言案について消費者の認識等に関するアンケート調査を実施し、その

結果を取りまとめた。 

 

１‐２ 背景 

１‐２‐１ 栄養機能食品の制度の概要 

保健機能食品には、栄養機能食品、特定保健用食品、機能性表示食品の３種

類があり、国が定めた安全性や有効性に関する基準等に従って食品の機能が表

示されている。 

栄養機能食品とは、食品表示基準第２条第１項第11号において、「食生活に

おいて別表第11の第１欄に掲げる栄養成分（ただし、錠剤、カプセル剤等の形

状の加工食品にあっては、カリウムを除く。）の補給を目的として摂取をする

者に対し、当該栄養成分を含むものとしてこの府令に従い当該栄養成分の機能

の表示をする食品（特別用途食品及び添加物を除き、容器包装に入れられたも

のに限る。）をいう。」と定義されており、同別表第11の第１欄において対象

となる栄養成分として脂肪酸１種類、ミネラル６種類、ビタミン13種類が掲げ

られている（表１）。ある食品を栄養機能食品として販売するためには、１日

当たりの摂取目安量に含まれる当該栄養成分量が、同表に定められた下限値及

び上限値の範囲内にある必要があるほか、同基準で定められた当該栄養成分の

機能だけでなく摂取をする上での注意事項等も表示する必要がある。なお、表

示内容の主旨が同じものであっても同表で定める栄養成分の機能及び摂取をす

る上での注意事項に変化を加えたり、省略したりすることは認められない。そ

の一方で、１つの食品で２つ以上の栄養成分について栄養機能表示や注意喚起
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１‐２‐２ 検討課題 

 検討課題 

栄養機能食品制度の創設時、栄養機能食品の栄養成分の機能表示は、日本人

の食事摂取基準の前身の「第六次改定日本人の栄養所要量－食事摂取基準－」

等に基づき設定されており、現行の日本人の食事摂取基準（2020 年版）に記載

された機能のエビデンスとかい離が生じていることが「令和元年度栄養素等表

示基準値の改定に関する調査事業報告書（令和２年４月 消費者庁）」におい

て指摘されている。 

この指摘を踏まえて、令和３年度調査事業において、栄養機能食品における

栄養成分の役割を表す機能表示の文言について、原著論文等に基づく見直し方

針及び日本人の食事摂取基準（2020 年版）に基づく見直し方針等を整理した際

に、新たな栄養成分の機能表示の留意事項として、「消費者及び食品関連事業

者が容易に理解でき、かつ短い栄養成分の機能表示を設定すべきである。」と

指摘されている。 
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１‐２‐３ 栄養成分の機能表示の見直し方針 

令和３年度調査事業では、過去における栄養機能食品の基本的な考え方を踏

まえつつ、原著論文等に基づく見直し方針及び日本人の食事摂取基準に基づく

見直し方針を取りまとめた。 

 

 原著論文等に基づく見直し方針 

日本人の食事摂取基準（2020 年版）に記載されている機能以外の表現につい

て、新たな機能の科学的根拠（原著論文）1が確認できる場合又は EU 等の諸外

国で認められている機能表示の表現がある場合は見直しの対象となり得る。更

に、対象となり得る表現の選定にあっては、①当該機能が、栄養機能食品の１

日当たりの摂取目安量の下限値及び上限値の範囲内の摂取量により認められて

いること、②反証となる原著論文等が存在しないこと、③当該栄養成分と比較

して、他の栄養成分の欠乏や生活習慣などが、当該栄養成分の欠乏による症状

の回避に対して明らかに寄与することがないこと、の３点を全て確認できるも

のについて、新たな栄養成分の機能表示として追加を検討する。 

 

 日本人の食事摂取基準に基づく見直し方針 

栄養機能食品の制度の創設時の基本的な考え方である「国の栄養目標及び健

康政策に合致したものであること。」に基づき、日本人の食事摂取基準（2020

年版）に記載されている機能の表現については、今回の栄養機能食品における

栄養成分の機能表示の見直しの対象となり得る。しかしながら、日本人の食事

摂取基準（2020 年版）に記載されている機能の表現であっても、動物を対象と

した研究であるもの2、疾病の予防であるもの（生活習慣病の発症予防を含む）
3については、栄養成分の機能表示の対象外とする。 

また、ある栄養成分の欠乏による症状を回避するもの4についても、単に当該

栄養成分の欠乏による症状を回避することを機能として表示した場合に、当該

栄養成分と比較して、他の栄養成分の欠乏や生活習慣などが、表示した症状の

回避に対して明らかに寄与することがあり、消費者及び食品関連事業者の双方

に誤認を与える可能性があることから、栄養成分の機能表示の対象外とする。 

なお、日本人の食事摂取基準（2020 年版）は、国民の健康の保持・増進、生

活習慣病の予防のために参照するエネルギー及び栄養素の摂取量の基準を示す

ものであって、同報告書に記載されている機能の表現については、食品表示制

度における活用までを視野に入れて取りまとめられたものではないことに留意

が必要である。そのため、栄養機能食品における栄養成分の機能表示にあって

は、日本人の食事摂取基準（2020 年版）に記載されている機能の表現を基本と

しつつ、その機能の表現の範囲内において消費者及び食品関連事業者が容易に

 
1 科学的根拠（原著論文）とは、単に１つの調査による観察研究や介入試験によって示されたものではな

く、PRISMA声明に準拠したシステマティック・レビュー等が想定される。 
2 「動物におけるビタミンＥ欠乏実験では、不妊以外に、脳軟化症、肝臓壊死、腎障害、溶血性貧血、筋

ジストロフィーなどの症状を呈する。」などの記載（日本人の食事摂取基準（2020年版） p188） 
3 「ビタミンＣには抗酸化作用があり、心臓血管系の疾病予防効果が期待できる。」などの記載（日本人

の食事摂取基準 2020年版 p244－245） 
4 「壊血病の症状は、疲労倦怠、いらいらする、顔色が悪い、皮下や歯茎からの出血、貧血、筋肉減少、

心臓障害、呼吸困難などである。」などの記載（日本人の食事摂取基準（2020年版） p244） 
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理解できる表現となるよう留意する。 

 

１‐２‐４ 栄養成分の機能表示の見直し方針以外の整理 

 栄養成分の機能表示の文末表現の整理 

現行の栄養機能食品の栄養成分の機能表示の文末表現については、「～を助

ける栄養素です。」や「～に必要な栄養素です。」等、栄養成分ごとに複数の

文末表現の類型（表１‐１‐２）が存在している。しかしながら、その考え方

について、これまで系統立てた整理がなされていないことから、次のア～イに

示すとおりに整理する。 

また、栄養成分の持つ機能については、①当該栄養成分のみを補給・補完し

ても機能を発揮できないものがあること及び②同じような機能を持つ栄養成分

が複数存在することに留意する必要がある。そのため、文末表現を整理する際

には、消費者及び食品関連事業者に当該機能を持つ栄養成分の１つである旨を

分かりやすく伝えるため、現行の「栄養素です。」を「栄養素のひとつです。」

と改めることと整理する。 

 

ア 当該栄養成分が補酵素等の役割を果たすことで代謝経路等に影響する場合 

 当該栄養成分が補酵素等の役割を果たすことで代謝経路等に影響する場合5に

ついては、「～を助ける栄養素のひとつです。」を栄養成分の機能表示の文末

表現とする。なお、具体的な機能等が、消費者及び食品関連事業者の双方にと

って理解しにくい表現である場合にあっては、「～の健康維持を助ける栄養素

のひとつです。」とする。 

 

イ 当該栄養成分が組織が組織や器官の主な構成要素である場合 

 当該栄養成分が組織や器官の主な構成要素である場合6（代謝経路等におい

て主な構成要素である場合を除く）については、消費者及び食品関連事業者に

構成要素である旨を分かりやすく伝えるため「～を作るのに必要な栄養素のひ

とつです。」を栄養成分の機能表示の文末表現とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
5 「亜鉛は、皮膚や粘膜の健康維持を助ける栄養素です。」「ビタミンＢ12は、赤血球の形成を助ける栄

養素です。」などの表現（食品表示基準 別表第 11第３欄） 
6 「カルシウムは、骨や歯の形成に必要な栄養素です。」「鉄は、赤血球を作るのに必要な栄養素で

す。」などの表現（食品表示基準 別表第 11第３欄） 
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２. 栄養成分の機能表示の見直しに係る類型 

 

本調査では、令和３年度調査事業の栄養成分表示の見直し方針のうち、日本

人の食事摂取基準に基づく見直し方針を踏まえ、日本人の食事摂取基準（2020

年版）を参照しつつ、栄養機能食品における栄養成分の機能表示の見直し原案

を整理した。 

 

２-１ 栄養成分の機能表示の見直しに係る類型 

 日本人の食事摂取基準に基づく見直し方針を踏まえ、栄養機能食品の栄養成

分の機能表示文言の見直しについては、次の（１）～（３）の類型に整理した。 

 

 現行の栄養成分の機能表示の文言の根拠となり得る記載が、日本人の食

事摂取基準（2020 年版）にあるもの 

 

ア 日本人の食事摂取基準（2020 年版）の記載内容が①栄養成分の欠乏によ

る症状を回避するもの又は②疾病の予防であるもの（生活習慣病の発症

予防を含む）以外のものは、現行の栄養成分の機能表示の文言から見直

し原案を作成することとした。 

 

イ 原則、日本人の食事摂取基準（2020 年版）の記載内容が①栄養成分の欠

乏による症状を回避するもの又は②疾病の予防であるもの（生活習慣病

の発症予防を含む）は、現行の栄養成分の機能表示の文言を削除するこ

ととした。ただし、疾患名や疾病リスク低減等の表現を含まないことを

確認できるものは、現行の栄養成分の機能表示の文言から見直し原案を

作成することとした。 

 

 現行の栄養成分の機能表示の文言にはないが、日本人の食事摂取基準

（2020 年版）に根拠となり得る記載があるもの 

 

ア 日本人の食事摂取基準（2020 年版）の記載内容が①栄養成分の欠乏によ

る症状を回避するもの又は②疾病の予防であるもの（生活習慣病の発症

予防を含む）以外のものは、新規の栄養成分の機能表示の文言の原案を

作成することとした。 

 

イ 日本人の食事摂取基準（2020 年版）の記載内容が①栄養成分の欠乏によ

る症状を回避するもの又は②疾病の予防であるもの（生活習慣病の発症

予防を含む）の可能性があるものは、栄養成分の機能表示の対象外であ

る。 

 

 現行の栄養成分の機能表示の文言の根拠となり得る記載が、日本人の食

事摂取基準（2020 年版）にないもの 

原則、現行の栄養成分の機能表示の文言を削除することとした。ただし、
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参考文献等において、根拠となり得る記載が複数確認できるものは、現行の

栄養成分の機能表示の文言から見直し原案を作成することとした。 

 

２-２ 栄養成分の機能表示の文末表現の再整理 

「栄養成分の機能表示等に関する調査・検討事業」の栄養成分表示の見直し

方針のうち、栄養成分の機能表示の文末表現の整理に基づき、文末表現を統一

し、消費者及び食品関連事者に当該機能を持つ栄養成分の１つである旨を分か

りやすく伝えるため、現行の「栄養素です。」を「栄養素のひとつです。」と

改めた。 

ただし、栄養機能食品に該当する栄養素のうち、ある機能を有する栄養成分

が１つのみである場合に限り、文末表現を「栄養素です。」と整理することと

した。 
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４. 消費者の認識等に関する調査 

 

４‐１ 調査の方法 

 受託者である株式会社クロス・マーケティングがインターネットによるア

ンケートを実施した。 

【対象者】全国の満 18 歳以上 69 歳以下の男女 

【アンケート回収期間】令和５年７月 18 日(火)から同年７月 23 日(日)まで 

 

 

４‐２ 調査内容の概要 

ア. 属性(対象者の年齢、性別、居住地、 

  医学や栄養学の専門知識に関する資格保有有無等) 

イ. 食品表示制度等の理解・活用状況 

  （食生活、栄養表示・栄養機能食品の理解・活用状況） 

ウ. 栄養成分の機能表示の認識 

 

  

４‐３ 表示上の注意 

・集計結果は原則として小数第２位を四捨五入しているため、合計が 100%に

ならない場合がある。 

・各表の比率（％）は縦軸（全体・性年代別・医学や栄養学の専門知識に関

する資格保有の有無などの属性） 
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４‐４ 調査結果 

属性 

全国の男女 18-69 歳を均等割付けで、各 1,000 サンプルずつ合計 10,000 サン

プル回収。「医学・栄養学の専門知識に関する資格あり」の構成については

下記の通り。 

医学・栄養学の専門 

知識に関する資格あり 

全体 704 人（7%） 

男性 

女性 

271 人（2.7%） 

433 人（4.3%） 

18-29 歳 

30-39 歳 

40-49 歳 

50-59 歳 

60-69 歳 

180 人（1.8%） 

183 人（1.8%） 

143 人（1.4%） 

104 人（1.0%） 

94 人 （0.9%） 

 

 

Q あなたのお住まい（都道府県）をお答えください。 

■居住地（N=10,000） 
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５. おわりに 

 

本事業では、令和３年度調査事業の見直し方針及び日本人の食事摂取基準

（2020 年版）を踏まえた栄養機能食品における栄養成分の機能表示の文言につ

いて見直し原案を作成し、この文言案について消費者の認識等に関する調査を

実施した。今後、本事業における調査結果及び最新の日本人の食事摂取基準の

内容を確認した上で、食品表示基準の改正の要否を検討する必要がある。 

なお、栄養機能食品における栄養成分の機能表示に係る改正に当たっては、

当該文言のみを見直すだけでなく、最新の日本人の食事摂取基準に掲げる基準

値との整合性を踏まえて、食品表示基準別表第10に掲げる栄養素等表示基準値

及び同基準別表第11に掲げる栄養成分の下限値及び上限値についても、併せて

見直しを実施する必要がある。 



スクリーニング調査



あなたの⽣活に関する調査

アンケート調査の前に出すメッセージ

栄養機能⾷品は、栄養成分の機能（例えば、「カルシウムは、⾻や⻭の形成に必要な栄養素です。」等）
の情報がパッケージに表⽰されている⾷品です。
このアンケート調査は、消費者に、よりわかりやすく、健康に役⽴つ情報を表⽰するために、
栄養機能⾷品の新しい表⽰の案について、ご回答いただくものです。
ご協⼒よろしくお願い申し上げます。

回答条件 全員に表⽰
ロジック なし 性別
SC1 あなたの性別をお答えください。

○ 1 男性
○ 2 ⼥性

回答条件 全員に表⽰
ロジック ⼊⼒規則：1-99 年齢
SC2 あなたの年齢をお答えください。

1 歳 →18ー69歳以外は即時終了

回答条件 全員に表⽰
ロジック なし 居住地
SC3 あなたのお住まい（都道府県）をお答えください。

1    47都道府県   ▼

回答条件 全員に表⽰
ロジック なし 最終学歴
SC4 あなたの最終学歴をお答えください。

○ 1 中学校以下
○ 2 ⾼等学校（旧制中学校を含む）
○ 3 短期⼤学・専⾨学校（⾼専を含む）
○ 4 ⼤学・⼤学院



回答条件 全員に表⽰
ロジック なし 資格
SC5 あなたは、医学や栄養学の専⾨知識に関する資格をお持ちですか。

(例：医師、薬剤師、管理栄養⼠等)

○ 1 はい
○ 2 いいえ

回答条件 全員に表⽰
ロジック なし 健康への意識
SC6 あなたは、主⾷（ごはん、パン、麺類など）・主菜（⾁・⿂・卵・⼤⾖製品などを使ったメインの料理）

・副菜（野菜・きのこ・いも・海藻などを使った⼩鉢・⼩⽫の料理）を3つそろえて⾷べることが
1⽇に2回以上あるのは、週に何⽇ありますか。

○ 1 ほぼ毎⽇
○ 2 週に4〜5⽇
○ 3 週に2〜3⽇
○ 4 ほとんどない
○ 5 全くない



回答条件 SC7で「ある」と回答した⽅
ロジック SC7=1 栄養成分表⽰
SC8 あなたは、現在、ふだんの⾷⽣活において「栄養成分表⽰」を参考にしていますか。

○ 1 いつも参考にしている
○ 2 ときどき参考にしている
○ 3 あまり参考にしていない
○ 4 全く参考にしていない

回答条件 全員に表⽰
ロジック なし 栄養成分表⽰
SC9 あなたは、今後、ふだんの⾷⽣活において「栄養成分表⽰」を参考にしたいと思いますか。

○ 1 ⾮常にそう思う
○ 2 ややそう思う
○ 3 どちらともいえない
○ 4 あまりそう思わない
○ 5 そう思わない

回答条件 全員に表⽰
ロジック なし 栄養機能⾷品
SC10 あなたは、「栄養機能⾷品」を知っていますか。

○ 1 どのようなものか知っている
○ 2 聞いたことはあるが、どのようなものか知らない
○ 3 聞いたこともなく、どのようなものかも知らない

回答条件 全員に表⽰
ロジック なし 栄養機能⾷品
SC11 あなたは、「栄養機能⾷品」を摂取したことがありますか。

○ 1 現在摂取している
○ 2 以前摂取していたが、今は摂取していない
○ 3 摂取したことはないが、今後摂取してみたい
○ 4 これまでに摂取したことはなく、今後摂取する予定もない
○ 5 これまでに摂取したことがあるかわからない



回答条件 SC12で「ある」と回答した⽅
ロジック SC12=1 栄養機能⾷品
SC13 あなたは、現在、ふだんの⾷⽣活において「栄養素等表⽰基準値」を活⽤した表⽰を参考にしていますか。

○ 1 いつも参考にしている
○ 2 ときどき参考にしている
○ 3 あまり参考にしていない
○ 4 全く参考にしていない

回答条件 全員に表⽰
ロジック なし 栄養機能⾷品
SC14 あなたは、今後、ふだんの⾷⽣活において「栄養素等表⽰基準値」を活⽤した表⽰を参考にしたいと思いますか。

○ 1 ⾮常にそう思う
○ 2 ややそう思う
○ 3 どちらともいえない
○ 4 あまりそう思わない
○ 5 そう思わない



本調査





回答条件 全員に表⽰
ロジック ランダマイズ

Q2 あなたは、下記それぞれの説明⽂が分かりやすいと思いますか。

回答⽅向
⇒

と
て
も

分
か
り
や
す
い

分
か
り
や
す
い

や
や

分
か
り
に
く
い

分
か
り
に
く
い

Q2_1 「⾎液循環を正常に保つのを助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q2_2 「暗所での視⼒を正常に保つのを助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q2_3 「たんぱく質からエネルギーを作るのを助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q2_4 「抗酸化作⽤により、細胞を酸化障害から保護するのを助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q2_5 「⽪膚や粘膜、⾻、⾎管のコラーゲン合成を助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q2_6 「腸管での鉄の吸収を助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q2_7 「⾚⾎球を作るのを助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q2_8 「⾻を作るのを助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q2_9 「⾎液凝固を正常に保つのを助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q2_10 「胎児の正常な発育を助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

ラ
ン
ダ
マ
イ
ズ



回答条件 全員に表⽰
ロジック ランダマイズ

Q3 あなたは、下記それぞれの説明⽂が分かりやすいと思いますか。

回答⽅向
⇒

と
て
も

分
か
り
や
す
い

分
か
り
や
す
い

や
や

分
か
り
に
く
い

分
か
り
に
く
い

Q3_1 「味覚を正常に保つのに必要な栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q3_2 「たんぱく質・核酸の代謝に関与して、健康の維持に役⽴つ栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q3_3 「正常な⾎圧を保つのに必要な栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q3_4 「⾻や⻭の形成に必要な栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q3_5 「⾚⾎球の形成を助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q3_6 「多くの体内酵素の正常な働きと⾻の形成を助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q3_7 ○ ○ ○ ○

Q3_8 「夜間の視⼒の維持を助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q3_9 「炭⽔化物からのエネルギー産⽣と⽪膚や粘膜の健康維持を助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q3_10 ○ ○ ○ ○

ラ
ン
ダ
マ
イ
ズ 「⽪膚や粘膜の健康維持を助けるとともに、抗酸化作⽤を持つ栄養素」

「たんぱく質からのエネルギーの産⽣と⽪膚や粘膜の健康維持を助ける栄養素」



回答条件 全員に表⽰
ロジック ランダマイズ

Q4 あなたは、下記それぞれの説明⽂が分かりやすいと思いますか。

回答⽅向
⇒

と
て
も

分
か
り
や
す
い

分
か
り
や
す
い

や
や

分
か
り
に
く
い

分
か
り
に
く
い

Q4_1 ○ ○ ○ ○

Q4_2 「腸管でのカルシウムの吸収を促進し、⾻の形成を助ける栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q4_3 ○ ○ ○ ○

Q4_4 「正常な⾎液凝固能を維持する栄養素」 ○ ○ ○ ○

Q4_5 「胎児の正常な発育に寄与する栄養素」 ○ ○ ○ ○

「多くの体内酵素の正常な働きとエネルギー産⽣を助けるとともに、⾎液循環を
正常に保つのに必要な栄養素」

ラ
ン
ダ
マ
イ
ズ

「抗酸化作⽤により、体内の脂質を酸化から守り、細胞の健康維持を助ける栄養
素」




